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Activities From 2018 to June 2021  

Research and Publications: Research and Publications: 

＊2018 年 3 月、Mariko SHOJI, “Features of UN Sanction Regime: From Responsibility to Protect to 
Counter Terrorism”,敬愛大学『総合地域研究』第 8号。 
＊ Mariko Shoji, "The UN Global Compact for Transnational Business and Peace: A Need for 
Orchestration?" Mia Mahmudur Rahim (Eds): Code of Conduct on Transnational Corporations: 
Challenges and Opportunities, Springer Nature, February 2019. 
＊日本国連協会編『新わかりやすい国連の活動と世界』三修社 2019 年 9月 21 日。 
*庄司真理子・宮脇昇・玉井雅隆編著『新グローバル公共政策』改訂第２版、晃洋書房、2021 年 3月。 
 

Paper Presentations at Professional Conferences 

＊2018年2月21日、コメンテーター、ジュネーブ国際・開発高等研究所の準教授Dr.Delidji Eric Degila、
経済制裁に関するラウンド・テーブル、立命館大学茨木校舎。 
＊2018 年 6 月 30 日、司会、「軍縮をめぐるガバナンスの形成と国連の役割」、日本国際連合学会、東海

大学高輪キャンパス 
＊2018 年 7 月 14 日、Presenter、“Soft Law Regulation as the UN Global Compact: Business for 
Peace,The Role of Soft Law Panel,Annual Conference of the Academic Council of the United Nations 
System, (＠Luiss University, Italy) 
*2018 年 9 月 21 日、報告者「国連とアメリカ・北朝鮮」『シンポジウム：北東アジアのスイッチ・日本

海―米朝首脳会談後の北東アジアと環日本海』FORUM21,東北公益文科大学地域共創センター 
*2018 年 11 月 10 日、Commentator,“I. Situation on the Korean Peninsula”、the 18th East Asian 
Seminar on the United Nations System、Xijiao Hotel Beijing、China. 
＊2018 年 11 月 11 日、Commentator,“II. The Role of Media and People-to-People Exchanges”、the 
18th East Asian Seminar on the United Nations System、Xijiao Hotel Beijing、China. 
＊2018 年 12 月 1 日 ,Special Lecture by 2017 年 12 月 1 日 ,Special Lecture by Herman T. 
Salton,Associate Professor of International Relations,International Christians University,Tokyo, 
Deputy Director, Tokyo Offie,Academic Council on the United Nations System (ACUNS),“Dangerous 
Diplomacy: A case of Rwanda”, Organizer & Moderator  Mariko Shoji,早稲田大学アジア太平洋研究科 
＊2018 年 12 月 26 日、報告者、「規範理論研究について」規範理論研究会、法政大学 
＊2019 年 3 月 28 日、Moderator and Discussant, “New Perspectives on Peacekeeping and Peace 
Operation”, Annual Convention of International Studies Association 2019, Toronto, Kenshigton, 



Sheraton Center Toronto. 
＊2019 年 3 月 30 日、Panelist,” Theoretical Background of Global Norm Process：Implementation 
Process and Executing Process of Business and Peace of the UN Global Compact”, Panel SD26:Re-
Visioning Global Norm, Annual Convention of International Studies Association 2019, Toronto 
Churchill, Sheraton Center Toronto. 
＊2019 年 5 月 11 日、司会、「部会 4 グローバル・ガバナンスに挑むアフリカ諸国の課題と展望」 
・ 報告：藤井広重（宇都宮大学）「国際刑事裁判所への協力をめぐるケニアの試み」・ 報告：小林綾子（一

橋大学／ハーバード大学・院）  「平和構築 2.0 時代における政治力学：紛争当事者の国際・国内関

係」・ 報告：中村長史（東京大学）「世界の警察官なき時代の紛争対応―秩序をつくるアフリカの可能性」・ 
討論：遠藤貢（東京大学）司会：庄司真理子（敬愛大学）グローバルガバナンス学会、（於 神戸大学） 
＊2019 年 8 月 13 日、司会 兼 報告者、奥迫元先生（早稲田大学）「グローバル・ガバナンス研究の再

検討―理論研究の展開を中心に」司会者 庄司真理子、報告者 庄司真理子「規範理論と翻訳プロジェク

トについて」規範理論研究会（於 向山庭園） 
＊2019 年 10 月 18 日、報告者 庄司真理子「プラクティス・セオリーを超えて―規範の多極化、多元化、

複雑化と IR/IL 研究の課題―」日本国際政治学会（於 新潟朱鷺プラザ） 
*2019年10月20日、討論者「保護する責任（R2P）概念の再考――R2Pは終わったのか？」司会、中
内政貴（大阪大学）、報告１；西海洋志（聖学院大学）「保護する責任（R2P）の『第2.5の柱』？
――R2P概念の系譜とリビア後の展開」、報告2；中村長史（東京大学）「超大国に息づく保護する
責任――米国のAPB関連文書に着目して」、討論者１；庄司真理子（敬愛大学）、討論者２：澤田
眞治（防衛大学校）、」日本国際政治学会（於 新潟朱鷺プラザ） 

＊2019年11月8日、Discussant Presentation； “AI vs. Human Being-Toward Society5.0”、
The 19th Trilateral East Asian Seminar on the United Nations System （@ Seoul） 

＊2019年 11月 18日,Special Lecture by Prof. Tomoaki Watanabe,  Faculty and Environmental 

Studies, " Forest Standard Council (FSC )as a Social Standard for Conservation and the 
Sustainable Use of Forest", Organizer & Moderator  Mariko Shoji,(於 早稲田大学アジア太平

洋研究科） 

*2020年 10月 16日（金）、"International Cooperation and Empowering the post-Corona United 

Nations System from East Asia"”Say Hello Session”、日本国連学会主催、中国、韓国の国連学

会を招請、開催場所 ZOOM、企画運営主催者 司会者として参加 

＊2021年 3月 17日(水)、"Anti-Corruption and Global Governance in the age of COVID-19"グ

ローバル・ガバナンス学会（Japan Association of Global Governance）、国際交流委員長として主

催、司会者（オンライン開催） 

＊2021年 3月 20日(土)、“The Future of Struggling Liberalism and the United Nations – East 

Asian Perspectives in the Age of Corona Pandemic”日本国際連合学会（ The Japan Association 

for United Nations Studies (JAUNS)）、国連学会渉外主任として主催、総合司会者(オンライン開

催) 

 

Misc 

 

*2019 年７月 「国連システム学術評議会(ACUNS)2018 年度年次研究大会に参加して」『変容する国



際社会と国連』国際書院，pp.257-263. 

＊2020年 3月「2018年度総合地域研究所共同研究報告書―世界に向けて千葉の企業と教育の活性化                                 

ー持続可能な開発目標（SDGｓ）に向けた ESG投資と ESD教育ー」『総合地域研究』第 10号、2020年

3月。 

＊2020年 3月「2019年度総合地域研究所共同研究報告書―世界に向けて千葉の企業と教育の活性化                                 

ー持続可能な開発目標（SDGｓ）に向けた ESG投資と ESD教育ー」『総合地域研究』第 10号、2020年

3月。 

＊庄司真理子「 2020 年度総合地域研究所共同研究報告書：敬愛 SDGｓプロジェクト                                 

ー千葉で学生の自律性を育てる教育方法の全学共同研究ー」『総合地域研究』第 11 号 2021 年 3 月。 

＊庄司真理子「プロジェクト・ノート：敬愛 SDGｓプロジェクト：1年次後期基礎演習および 2年次

演習における SDGｓの取り組み」『総合地域研究』第 11号 2021年 3月。 

*庄司真理子「ACUNS-Tokyo2020に参加して」『国連研究』第 22号 2021年 6月。 

＊庄司真理子「渉外委員会報告」『国連研究』第 22号 2021年 6月。 

 


